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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　挿入部の処置具挿通チャンネルを介して処置具導出口から導出される処置具を案内する
起立台を前記挿入部の先端部に設けた内視鏡において，
　前記先端部は，先端部本体に着脱自在に構成した先端キャップを取付けて構成し，
　前記先端部本体は，前記処置具導出口の先端面から空間を空けて前記起立台を配置し，
　前記先端キャップは，その内側に，前記先端部本体に前記先端キャップを取付けた際に
前記処置具導出口の先端面と前記起立台の基端部との空間部に前記起立台の基端部との間
に他の部材を介在させることなく嵌め込まれて前記起立台と近接する突出部を形成し，
　前記先端キャップの突出部は，前記処置具導出口から導出される処置具を前記起立台へ
案内する案内壁を形成した，
　ことを特徴とする内視鏡。
【請求項２】
　前記先端部本体における前記処置具導出口の出口付近は，出口へ向うに連れて傾斜する
ように形成し，
　前記先端キャップにおける突出部の案内壁は，前記処置具導出口の側壁の斜面に沿って
前記処置具導出口と前記起立台とを滑らかに連結する斜面を形成したことを特徴とする請
求項１に記載の内視鏡。
【請求項３】
　前記先端部本体における前記処置具導出口の先端面と前記起立台との空間部は，前記先



(2) JP 4044321 B2 2008.2.6

10

20

30

40

50

端部本体から前記先端キャップを取外したときに洗浄ブラシが通る程度の空間であること
を特徴とする請求項１又は請求項２に記載の内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は，内視鏡，さらに詳しくは挿入部を介して導出される処置具を案内する起立台を
設けた内視鏡に関する。
【０００２】
【従来の技術】
処置具を案内する起立台を設けた内視鏡としては，例えば側視型内視鏡がある。この側視
型内視鏡は，主に操作部とこの操作部に連結され体内に挿入される可撓性を有する挿入部
から構成される。この挿入部の先端には，照明窓，観察窓，この観察窓を洗浄するノズル
，挿入部に形成された処置具挿通チャンネルの処置具導出口，起立台などが配設された先
端部が設けられている。
【０００３】
　このような側視型内視鏡の先端部における従来の概略構成を図９に示す。なお，図９に
おいて起立台以外の内容物は省略してある。先端部１００は金属で構成される先端部本体
１１０に絶縁や気密状態確保などの目的で先端キャップ１２０が挿着されて構成される。
先端部本体１１０には，鉗子，チューブ等の各種処置具１４３の処置具導出口１３０が形
成された導出口部１３２が設けられ，この導出口部１３２の近傍には，起立台１４０が配
置される。
【０００４】
具体的には起立台１４０は，導出口部１３２の近傍に設けた軸１４２によって回動自在に
軸支された状態で配設され，この起立台１４０は操作部に設けられた起立レバーに接続さ
れているワイヤが連結されており，この起立レバーを操作することにより回動操作可能に
構成されている。さらに，上記起立台１４０の底面側にはＵ字溝からなる案内溝１４４が
形成されている。
【０００５】
上記処置具１４３は，処置具導出口１３０から導出され，起立台１４０の案内溝１４４に
沿って案内されることにより，先端部本体１１０の側面から安定した状態で所定方向に案
内される。
【０００６】
このため，従来は，処置具導出口１３０から導出された処置具１４３が起立台１４０の案
内溝１４４へ滑らかに案内されるように，起立台１４０を軸支する部分は，その部分と導
出口部１３２の先端面１１２との間に極力空間が生じないように配置されていた。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
ところで，一般に内視鏡は衛生管理上その使用後に洗浄する必要がある。この場合，先端
部１００の洗浄はブラシで洗浄するのが簡単でしかも効果的であるが，特に先端部１００
における起立台１４０の軸支部近傍のブラシ洗浄は困難だった。
【０００８】
すなわち，起立台１４０を軸支する部分と処置具１４３の導出口部１３２の先端面１１２
との空間は狭くて洗浄ブラシが通らないためブラシ洗浄は困難であり，この部分の洗浄に
は非常に手間がかかっていた。
【０００９】
　逆に，起立台１４０を軸支する部分と導出口部１３２の先端面１１２との間にブラシが
通る程度の空間を空けると，この空間に処置具導出口１３０から導出された鉗子等の処置
具１４３の先端が引っ掛かったり，落込んだりして処置具１４３の挿抜性が低下してしま
う。
【００１０】
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そこで，本発明は，このような問題に鑑みてなされたもので，その目的とするところは，
各種処置具の挿抜性を低下することなく，先端部における起立台と処置具導出口との間の
洗浄を簡単に行うことができる内視鏡を提供することにある。
【００１１】
【課題を解決するための手段】
　上記課題を解決するために，本発明のある観点によれば，挿入部の処置具挿通チャンネ
ルを介して処置具導出口から導出される処置具を案内する起立台を前記挿入部の先端部に
設けた内視鏡において，前記先端部は，先端部本体に着脱自在に構成した先端キャップを
取付けて構成し，前記先端部本体は，前記処置具導出口の先端面から空間を空けて前記起
立台を配置し，前記先端キャップは，その内側に，前記先端部本体に前記先端キャップを
取付けた際に前記処置具導出口の先端面と前記起立台の基端部との空間部に前記起立台の
基端部との間に他の部材を介在させることなく嵌め込まれて前記起立台と近接する突出部
を形成し，前記先端キャップの突出部は，前記処置具導出口から導出される処置具を前記
起立台へ案内する案内壁を形成したことを特徴とする内視鏡が提供される。
【００１２】
　このように構成すれば，先端部本体に先端キャップが挿着されているときには，先端部
本体における処置具導出口の端面と起立台との空間に，先端キャップの内側に設けた突出
部が嵌め込まれるため，処置具導出口から導出された鉗子等の処置具は突出部の案内壁に
より起立台へ案内されるため，処置具の先端が上記空間に引っ掛かったり，落込んだりす
ることはなく，このような空間を設けても処置具の挿抜性の低下を防ぐことができる。
【００１３】
一方，先端部本体から先端キャップを取外すと，同時に先端キャップの突出部も外れるの
で，先端部本体の処置具導出口部の端面と起立台との間は空間が形成される。このため，
処置具導出口と起立台との間の洗浄を簡単に行うことができる。
【００１４】
また，前記先端部本体における前記処置具導出口の出口付近は，出口へ向うに連れて傾斜
するように形成し，前記先端キャップにおける突出部の案内壁は，前記処置具導出口の側
壁の斜面に沿って前記処置具導出口と前記起立台とを滑らかに連結する斜面を形成する如
く構成すれば，処置具導出口から導出された処置具をより滑らかに起立台に案内すること
ができるので，処置具の挿抜性をより向上させることができる。
【００１５】
　さらに，前記先端部本体における前記処置具導出口の先端面と前記起立台との空間部は
，前記先端部本体から前記先端キャップを取外したときに洗浄ブラシが通る程度の空間と
なるように構成すれば，この空間内に洗浄ブラシを挿入してより容易に洗浄することがで
きる。
【００１６】
【発明の実施の形態】
以下，本発明の実施の形態を図面を参照して説明する。図１は先端キャップを取付けた状
態における側視型内視鏡の先端部の平面図で，図２は図１のＡ－Ａ断面図である。
【００１７】
先端部１は，内視鏡の挿入部の先端を構成する。この先端部１の側面には，観察対象物を
照明する照明光を照射する照明窓２，観察対象物からの反射光を取入れる観察窓３，この
観察窓３を洗浄するためのノズル４が配置されている。また，挿入部に設けられた処置具
挿通チャンネルの処置具導出口５の近傍には，起立台６などが配置されている。
【００１８】
また，上記照明窓２には光伝送路であるライトガイド７が接続され，上記観察窓３には観
察光学系８が接続される。この観察光学系８には，プリズム９などを介して撮像素子であ
るＣＣＤ（Charge Coupled Device）１０が配置されており，このＣＣＤ１０は画像信号
を抽出するための回路基板１１に接続される。
【００１９】



(4) JP 4044321 B2 2008.2.6

10

20

30

40

50

上記ライトガイド７，プリズム９，ＣＣＤ１０及び回路基板１１は，先端部本体２０に形
成された収納部１３内に配置される。この先端部本体２０は，例えばステンレス鋼などの
金属で構成され，絶縁や気密状態確保などの目的で先端キャップ３０が挿着される。この
先端キャップ３０は，ここでは例えばプラスチックなどの樹脂材で構成される。なお，先
端キャップ３０はゴム材などで構成してもよい。
【００２０】
次に，起立台近傍の構成を図３ないし図６を参照しながら説明する。図３は先端キャップ
３０が挿着された状態の先端部の縦断面図であり，図２におけるＢ－Ｂ断面図である。ま
た，図４は先端キャップを外したときの先端部本体の構成を示す縦断面図である。なお，
図３，図４において起立台以外の内容物は省略してある。図５は先端キャップの構成を示
す縦断面図であり，図６は図５の先端キャップを基端側から見た図である。
【００２１】
先端部本体２０には，図３，図４に示すように処置具導出口２２が形成された導出口部２
４が設けられている。処置具導出口２２は出口付近において先端部１の処置具導出側に凹
となるように滑らかに傾斜している。このため処置具導出口２２の近傍の上端面は起立台
６へ向けて斜面２３を有する。
【００２２】
上記起立台６はこの導出口部２４の近傍に配置される。具体的には起立台６は，その基端
部が先端部長手方向の直角方向に設けた軸６ａの回りに回動自在に軸支されている。また
起立台６は操作部に連結されたワイヤにより回動操作可能に構成されている。さらに，上
記起立台６にはその底面にＵ字溝からなる案内溝６ｂが形成されている。
【００２３】
また，起立台６は，上記導出口部２４の先端面（処置具導出口２２の端面）から一定の距
離Ｗを置いて配置される。すなわち距離Ｗは導出口部２４の先端面と起立台６の基端部と
の間の距離であり，この距離Ｗは例えば距離Ｗにより形成された空間２６に洗浄ブラシが
通る程度の距離とする。
【００２４】
上記先端キャップ３０は，図５，図６にも示すようにその後端は開口しており，この後端
開口部３１から先端部本体２０の先端が挿入される。先端キャップ３０は先端部本体２０
が被さるように構成される。また，先端キャップ３０は，照明窓２や観察窓３などの配置
面側が開口しており，この側面開口部３２からは照明窓２や観察窓３が露出されるととも
に，各種処置具も導出できるようになっている。なお，起立台６により案内された処置具
が先端部１から外部へ導出されやすいように先端キャップ３０には切欠３３が形成されて
いる。
【００２５】
また，先端キャップ３０と先端部本体２０との係止手段として，先端キャップ３０の後端
部にはその内周面に凹溝３４が形成され，この凹溝３４に嵌まる凸部２１が図４に示すよ
うに先端部本体２０の後端部の外周面に形成されている。これにより，先端部本体２０に
先端キャップ３０が係止される。
【００２６】
先端キャップ３０には，その内周面の一部に，上記先端部本体２０における導出口部２４
の先端面と起立台６の基端部との間の空間２６に挿入可能な突出部３６が形成されている
。この突出部３６の先端部長手方向の長さＶは，例えば先端部本体２０の上記空間２６に
，起立台６が回動可能な程度に嵌め込まれる程度とする。
【００２７】
また，先端キャップ３０の突出部３６には，先端部本体２０に先端キャップ３０を挿着し
たときに，処置具導出口２２から導出される処置具を起立台６の案内溝６ｂへ案内する案
内壁３７が形成されている。この案内壁３７は例えば先端部本体２０の処置具導出口２２
における上面の斜面２３と起立台６の案内溝６ｂとを滑らかに連結する斜面を形成する。
【００２８】
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このような構成の本発明の実施の形態においては，先端部本体２０に先端キャップ３０が
挿着した場合，図３に示すように上記先端部本体２０における導出口部２４の先端面（処
置具導出口２２の端面）と起立台６の基端部との間の空間２６に，先端キャップ３０の突
出部３６が嵌め込まれる。これにより，先端部本体２０に形成された空間２６に処置具導
出口２２から導出された処置具の先端が引っ掛かったり，その空間２６に落込んだりする
ことはなく，各種処置具の挿抜性の低下を防止できる。
【００２９】
　特に，先端キャップ３０における突出部３６には，先端部本体２０の処置具導出口２２
における上面の斜面２３と起立台６の案内溝６ｂとを滑らかに連結する斜面を形成した案
内壁３７を設けたことから，処置具導出口２２から導出された処置具はより滑らかに起立
台６に案内することができるので，鉗子等の各種処置具の挿抜性をより向上させることが
できる。
【００３０】
しかも，図７に示すように先端部本体２０から先端キャップ３０を取外した際には，同時
に先端キャップ３０における突出部３６も外れる。このため，上記先端部本体２０におけ
る導出口部２４の先端面と起立台６の基端部（支持部）との間には図８に示すように洗浄
ブラシ４０が挿入できる程度の空間２６が形成される。従って，先端部１の洗浄の際には
上記空間２６に洗浄ブラシ４０を挿入してブラッシングすることにより，導出口部２４の
先端面（処置具導出口２２の端面）や起立台６の基端部などの洗浄を容易に行うことがで
きる。
【００３１】
以上，添付図面を参照しながら本発明に係る好適な実施形態について説明したが，本発明
は係る例に限定されないことは言うまでもない。当業者であれば，特許請求の範囲に記載
された範疇内において，各種の変更例または修正例に想到し得ることは明らかであり，そ
れらについても当然に本発明の技術的範囲に属するものと了解される。
【００３２】
例えば，本発明の実施の形態においては，処置具を案内する起立台を備えた内視鏡として
側視型内視鏡に適用した場合について述べたが，必ずしもこれに限定されるものではなく
，処置具を案内する起立台を備えた直視型内視鏡，斜視型内視鏡などに適用してもよい。
【００３３】
【発明の効果】
以上詳述したように本発明によれば，処置具の挿抜性を低下することなく，先端部におけ
る起立台と処置具導出口との間の洗浄を簡単に行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態にかかる内視鏡の構成を示す平面図。
【図２】図１におけるＡ－Ａ断面図。
【図３】先端キャップが挿着された状態の図２におけるＢ－Ｂ断面図。
【図４】先端キャップを外したときの先端部本体の構成を示す縦断面図。
【図５】先端キャップの構成を示す縦断面図
【図６】先端キャップを基端側から見た側面図。
【図７】本実施の形態における作用説明図。
【図８】本実施の形態における作用説明図。
【図９】従来の内視鏡を説明する図。
【符号の説明】
１…先端部
５…処置具導出口
６…起立台
６ｂ…案内溝
２０…先端部本体
２２…処置具導出口
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２３…処置具導出口近傍の斜面
２４…導出口部
２６…空間
３０…先端キャップ
３６…突出部
３７…案内壁
４０…洗浄ブラシ

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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